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緒 Eコ

「ほっかりん」は，「かけはし」に替わる早生品種と

して， 2011年3月に青森県の水稲第l種認定品種に指

定された主食用の低アミロース米品種である．移植栽

培面積は，青森県の下北地域や津軽半島北部の冷涼な

地域において増加している．一方，津軽地域や東青地

域などの比較的温暖な地域では，熟期が早いという特

性を活かして直播栽培面積が増えており，生産現場か

らは良質で均一な「ほっかりん」を生産するための直

播栽培法マニュアルの作成が求められている そこ

で，本報告では，「ほっかりん」の湛水直播栽培におけ

る高品質米生産のための生育指標と，刈取適期につい

て調査・検討したので報告する．

材料及び方法

(1）生育指標の検討

青森県産業技術センター農林総合研究所藤坂稲作部

（十和田市．以下藤坂稲作部と略す）において，

2012, 2013年に湛水土中条播栽培を行った 5月上旬

にカルパー粉粒剤を乾籾重の等倍量粉衣した種籾を

2012年は0.5kg/ a , 2013年は0.6kg/ a播種し，苗立ち

後に苗立数を80～100本に調整した窒素基肥量を

0. 4, 0. 7. 1. 0. 1. 3kg/ aの4段階に設定し幼穂形

成期に0.3kg/ aの追肥を行い，生育と収量及び品質等

について検討した．

(2) 刈取適期の検討

藤坂稲作部圃場において， 2012,2013年に窒素基肥

0. 7kg/ a，幼穂形成期の追肥0.3kg/ aで栽培し，出穂

後25日日頃から 5～7日おきに刈取り，玄米品質を達

観で調査した

結果及び考察

(1) 生育指標の検討

収量（精玄米重）と検査等級及び玄米タンパク質含

有率との関係では，登熟期が高温だ、った2012年に収量

が55kg/aを越えると落等し（第l図），玄米タンパク質

含有率が高まる傾向にあった（第2図） このことか

ら，これまでの移植栽培での収量水準も考慮し，

55kg/ aを適正収量としこの収量を得るための適正

生育量を検討した

ぱ当たり籾数と収量との関係では，籾数と収量に有

意な正の相関があり，収量55kg/aが得られる籾数は，

28,000粒／ばであった（第3図）．また，幼穂形成期の

生育量とぱ当たり籾数との関係では，年次による差が

あるものの，幼穂形成期の生育量とぱ当たり籾数に有

意な正の相聞があり， 28,000粒／rrlが得られる幼穂形

成期の生育量は30,000～40.000cm・本／ばであった（第

4図） さらに， d当たり籾数と幼穂形成期の草丈，及

び葉色値（SPAD-502を用いて測定した値）にも有意

な正の相聞があり，幼穂形成期の適正な草丈は58cm,

葉色値は35～36であった（第5図，第6図） なお，幼

穂形成期の草丈が長いほどぱ当たり籾数が多くなる要

因については，幼穂形成期の草丈が長いほど窒素吸収

量が多いためと推察された．

(2) 刈取適期の検討

1等米に格付けされるためには，青未熟粒歩合が

10%以下（重量%）に減少する必要がある.2012年と

2013年のデータから，青未熟粒歩合が10%以下となる

のは出穂後積算気温約800℃・日であり，そのときの籾

黄化率は90～95%であった（第7図）．また，出穂後積

算気温が1,000℃・日を越えると茶米の増加により玄米

品質が低下した（第7図）．これらのことから刈取適期

は出穂後積算気温800～1,000℃・日と考えられた
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第2図精玄米重と玄米タンパク質含有率．
1主）玄米タンパク質含有率はインフラテック1255を用いて測定
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第1図精玄米重と検査等級
注）出穂後40日間の登熟気温
2012年： 24.0℃ 2013年 22.l℃ 
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第4図 幼穂形成期の生育量と籾数．
i主1）幼穂形成期の生育量は，草丈とn1当たりの茎数を掛け合わせた値である
注2）図中の「＊J「キ＊Jはそれぞれ5%,1%水準で有意であることを示す
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第3図籾数と精玄米重．
注）図中の「＊＊」は 1%水準で有意であることを示す
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第6図幼穂形成期の葉色値と籾数．
注）図中の「＊ *Jは1%水準で有意であることを示す
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第5図幼穏形成期の草丈と籾数．
注）図中の「＊＊」は 1%水準で有意であることを示す
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出穂後積算気温と青米未熟粒歩合及び茶米歩合．
j主）出穂後40日間の登熟気温
2012年 24.0℃ 2013年 22.1℃

第7図
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まとめ

以上の成績より，「ほっかりん」の湛水直播栽培にお

いて良質米を得るための収量は55kg/aであり，この

収量を得るための籾数は28,000粒／ぱ，この籾数を得
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